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Annual Meeting in TOKYO

26th

パンデミックによる外出自粛や3密（密閉・密室・密接）を避ける社会生活に変化し、一部の医
術的処置も敬遠された。しかし、脊椎症状は時を待たず民衆に生じ、その解決手段として、一
般市場下で健康器具と分類された製品等を使用し、自己対応される実情もあった。そこで、頚
部を対象とした健康器具を調査したところ、その概ねが牽引作用または点接触加圧を導く概念
を主体として器具の形状に反映されていると分析した。その事実に危惧を抱き、重篤な不定愁
訴にも繋がりやすい頚椎への対応として、概念自体が斬新な手段となる選択肢の必要性を感
じた。そこで、コロナ災禍の終息に予測がつかない現在(2021,5,15)を含め、今後のアフターデ
ジタルとも呼ばれる時代予測からのニーズも推察し、関節潤滑概念に基づき頚椎へ施している
手技（面圧整復法）に内在する応力の具現化を念頭に、術者非接触型の頚椎面接触加圧式
整復器（以下：整復器）の開発に着手した。

【整復器への内在を理想とした5要素】
①形状が応変しつつ氷点下の環境であっても硬化しない材質
②頭頚部を非牽引状態としつつ呼吸運動に同調して頭蓋骨を動的安定支持する機能
③想定不可能な回転・側方等の転位を有する頚椎の状態も考慮しつつ棘突起が一線に集
約的な配列へと促される機能

④頚椎の生理的前弯形状を誘導する機能
⑤支保工の原理に基づいた頚部の支持作用が頚部に存在する全ての関節面を各々近接
させる方向に潤滑圧を導く機能

【5要素への対応策】
（要素1への対応）整復器の材質として形状が経年変化しにくく、炎症時の局所冷却機能も装
備的意図に含めた特殊軟性シリコーンを選択する。
（要素２への対応）整復器の上前部は、仰臥位時に後頭部と接触支持する面積を有し、その
接触載置され自重落下する頭蓋に対して抗力を施しながら適度に沈降応変する横断面X形状
とする。
（要素３への対応）使用時の頭頚部は、仰臥姿勢に伴い幅員が漸次縮小する横断面のV字
形状の整復器に対して徐々に密接しつつ沈降載置され、載置後に対面で並走する2連の曲面
アーチ形状を装備した整復器が使用者の頭頚部後面を左右方向から加圧支持する。
（要素４への対応）非使用状態において整復器中心核部の縦断面が、下方凸の楕円類似形
状を形成し、頭蓋質量荷重後の中心核部縦断面が、上方凸の楕円類似形状へと形状変化を
促す整復器の外殻構造とする。
（要素５への対応）整復器前面において上下を貫く中央部に、頚椎棘突起と整復器が非接触
状態を促される凹部を形成し、環椎後頭関節・頚椎と胸椎の移行部および頚椎椎間関節の全
域に対し左右方向から接触加圧する支持構造とする。

【検査法および検証】
対策案から完成した整復器の検証をする為に「個の環境」による自己対応も想定した「他者

非介入型頚椎検査法」を提示し、その検査法による使用前後の比較試験（治験）を実施した。
本論文の意図は、処置としての「体表面からの面圧法」の社会的認知度の拡大と、連綿と継

承される牽引療法のエビデンス再検討に繋がる可能性に加え、昨今の社会事情から後世の施
術モデルを鑑み、手技代用器具によるオンライン施術の実現化も期待している。
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日本構造医学会は“開かれた学会”を目指し
ており、形式や硬直性を排し、エントリーに
おいて資格等の制限はありません。
実際に患者自身による発表が行われるなど資
格・専門・学歴障壁は取り去られ、様々な分
野で活躍される会員からの発表や実態を踏ま
えた現場からの提言がなされ、多くの会員の
皆様にとって医学的士気を高める場となって
います。
第 回東京学術会議の開催からは本学会の

柔軟な特色をさらに推し進めるため、新しく
「座長カンファレンス」と題して、座長、演
者および聴講者の全員が参加できるプログラ
ムが誕生しました。
構造医学会員が直に交流できる貴重な時間の
中で活気あふれる意見交換が行われるとして、
参加された方々より好評を得ています。

学術会議で発表された一般演題の本稿は、
「日本構造医学会学術会議論文集（本稿）」
として開催会毎に発刊し、国の主管する国立
研究開発法人科学技術振興機構の正規論文と
して収蔵されています。

TEL 096-212-8288 FAX 096-364-9910

エントリーに関する問い合わせ先

エントリー方法がご覧いただけます。
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